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●発表主旨 
“楽しく、安く、早く“電子工作を心がけています。 
 
 １）LCDに温度と湿度と気圧、WGBT（熱中症指数）を表示するガジェット    
 ２）ＥＳＰ-WROOM-02で安く作れます 
 

今回、課題であったはんだ付けを改善するため専用の基盤を作り、話題
のワンコインモジュール：ＥＳＰ-WROOM-02（秋月：550円8/5~）にBME280
（I2C： 温度、湿度、気圧センサ）をつなぎ、開発環境：ａｒｄｕｉｎｏ ｉｄｅで、
素早く開発できたので報告します。 
 
皆さんのお役にたてれば嬉しいです。 



ESP-WROOM-02用の基盤を作ってみました 

最初の基盤 

一般的なライブラリを
使用 

うまくはんだ付けでき
ませんでした。 

スルーホールタイプに
変更しました。 

４隅にPinを立て位置
だし固定出来ます。 

うまくはんだ付けできました。 
GNDpinの熱容量が大きくじっくり熱を加える必要があります。 



ESP-WROOM-02とは 
ＥＳＰ８２６６ＥＸ（ＳｏＣ、３２ｂｉｔ ＭＣＵ）を搭載し
たＷｉＦｉモジュールです。 ＳＰＩ、ＵＡＲＴ、Ｉ２Ｃ、Ｉ２Ｓ、

ＩｒＤＡ、ＰＷＭ、ＧＰＩＯ、ＳＤＩＯ、１０ビットＡＤコンバ
ータなど、多彩なインターフェースが内蔵されていま
す。ＴＣＰ、ＵＤＰをサポートしています。 
 

◆主な仕様 
・電源電圧：３．０～３．６Ｖ 
・消費電流：平均８０ｍＡ、送信時170ｍA 

・対応ＷｉＦｉプロトコル：８０２．１１ｂ／ｇ／ｎ（２．
４ＧＨｚ） 
・サイズ：１８ｍｍ×２０ｍｍ×３ｍｍ 
・端子ピッチ：１．５ｍｍ 

・Ｗｉ－Ｆｉモード：ｓｔａｔｉｏｎ／ｓｏｆｔＡＰ／ＳｏｆｔＡＰ
＋ｓｔａｔｉｏｎ 
・セキュリティ：ＷＰＡ／ＷＰＡ２ 
・暗号化：ＷＥＰ／ＴＫＩＰ／ＡＥＳ 
 
※技術基準適合証明番号：２０６－００５１９ 
 
Arduino IDE 1.6.5は下記モジュールに適用 
ESP-WROOM-02は、genericで対応 

 ＥＳＰ８２６６ＥＸ 
（ＳｏＣ、３２ｂｉｔ ＭＣＵ） 
ｆｌａｓｈROMを外部にして

安くした？ 

 ANT 

 ｆｌａｓｈROM：４Ｍｂ（512ＫＢ） 
起動Mode：2種 
 １）ｆｌａｓｈROMのプログラム起動 
   デフォルトはATコマンドプログラム 
 ２）ｆｌａｓｈROMにプログラム書き込み 
   Arduino IDEから書き込み可 



ESP-WROOM-02を動かすときのpoint 
１）電源に余裕を持つこと 
  通常消費電流は80ｍA程度であ

るが、起動時に電源の余裕がないと
立ち上がらない（送信時170ｍA） 

  間欠的に電流が流れるので、大
きなコンデンサを入れる（100μ以上） 
 
２）立ち上げ時のｌｏｇを見るためには 
 76800bpsに対応したtoolが必要 
 通常は115200bps 
 （バージョンにより9600bps???） 
 （例：Terminal V1.93b） 
 
３）１，２でもうまく起動しない場合 

 起動モード設定端子を直接電源に
したら起動した？？？ 

（ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ端子が中間電圧？起動
時に端子の機能を変えている） 
 IO15：GND だけで動きました。 
 （IO2：3.3V） 
 
４）スケッチに一部、修正が必要 
   sprintf(StrBuf, "%2.0f", wbgt); 
       ↓ 
   dtostrf(wbgt, 4, 1, str_temp); 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●用意するもの（ＨＷ） 部品代：2.5千円程度 
No. 品名 概要 価格 画像 

１ ESP-WROOM-02 ＥＳＰ８２６６ＥＸ（ＳｏＣ、３２
ｂｉｔ ＭＣＵ）を搭載したＷｉＦｉ
モジュール 

550 
（10個以上
450：秋月） 

２ ＢＭＥ２８０使用 温湿
度・気圧センサモジュー
ルキット 

I2C 温度、湿度、気圧 
分解能 
 温度：０．０１℃ 
 湿度：０．００８％ 
 気圧：０．１８Ｐａ 
http://akizukidenshi.com/ca
talog/g/gK-09421/ 

1080 

３ Ｉ２Ｃ接続小型キャラクタＬ
ＣＤモジュール 
AE-AQM1602A 

１６文字×２行のキャラクタ
液晶モジュール 
電源電圧は３．１～５．５Ｖ 
http://akizukidenshi.com/ca
talog/g/gK-08896/ 

550 

４ Ａｒｄｕｉｎｏ用ユニバーサ
ル 自作基板 

Ｉ２Ｃの４本の信号線を2.54
ｍｍピン・ソケットで接続 
Elecrow：310円 

310+α 

５ プラスチックケース XD-9 W65H38D100 
ケース加工済み 
http://www.maroon.dti.ne.j
p/satodenki/etc.html 

200 

http://www.maroon.dti.ne.jp/satodenki/etc.html
http://www.maroon.dti.ne.jp/satodenki/etc.html
http://www.maroon.dti.ne.jp/satodenki/etc.html
http://www.maroon.dti.ne.jp/satodenki/etc.html
http://www.maroon.dti.ne.jp/satodenki/etc.html
http://www.maroon.dti.ne.jp/satodenki/etc.html


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●用意するもの（ＳＷ）  
No. 品名 概要 Ｕｒｌ他 

１ 開発環境 
Ａｒｄｕｉｎｏ ｉｄｅ 

Ａｒｄｕｉｎｏ ｉｄｅ 
ARDUINO 1.6.5 

https://www.arduino.cc/en/Main/Software 

２ ＢＭＥ２８０使用 温湿
度・気圧センサ用 
Ａｒｄｕｉｎｏライブラリ 

Ａｒｄｕｉｎｏライブラリを実装 http://trac.switch-science.com/wiki/BME280 

３ Ｉ２Ｃ接続小型キャラクタＬ
ＣＤモジュール 
AE-AQM1602A用 
Ａｒｄｕｉｎｏライブラリ 
 
 

Ａｒｄｕｉｎｏライブラリを実装 
 

http://www.geocities.jp/zattouka/GarageHous
e/micon/Arduino/LCD/I2CLCD.htm 

４ スケッチを少し修正 ・ライブラリをインクルード 
・スケッチを修正 

#include "skI2CLCDlib.h" 
#define BME280_ADDRESS 0x76 
 
  



ソフト： ａｒｄｕｉｎｏスケッチ 
#include <Wire.h> 
#include <stdio.h> 
#include "skI2CLCDlib.h" 
 
#define BME280_ADDRESS 0x76 
 
 

void loop() 
{ 
  double temp_act = 0.0, press_act = 0.0,hum_act=0.0; 
  signed long int temp_cal; 
  unsigned long int press_cal,hum_cal; 
  readData(); 
  temp_cal = calibration_T(temp_raw); 
  press_cal = calibration_P(pres_raw); 
  hum_cal = calibration_H(hum_raw); 
  temp_act = (double)temp_cal / 100.0; 
  press_act = (double)press_cal / 100.0; 
  hum_act = (double)hum_cal / 1024.0; 
  Serial.print("TEMP : "); 
  Serial.print(temp_act); 
  Serial.print(" DegC  PRESS : "); 
  Serial.print(press_act); 
  Serial.print(" hPa  HUM : "); 
  Serial.print(hum_act); 
  Serial.println(" %");     
  // ０ページ目、１ページ目に書き込む(０ページのみ表示される) 
  LCD.SetCursor(0,0) ;               // 表示位置を１行目１列[00H]に設定 
  LCD.Puts("T=") ;                // [00H]から書込まれる(表示する) 
  sprintf(StrBuf, "%3.2f", temp_act); 
  LCD.Puts(StrBuf); 
  LCD.Puts("C h=") ;                // [00H]から書込まれる(表示する) 
  sprintf(StrBuf, "%3.2f", hum_act); 
  LCD.Puts(StrBuf); 
  LCD.Puts("%     ") ;    
  LCD.SetCursor(0,1) ;               // 表示位置を２行目１列[40H]に設定 
  LCD.Puts("p= ") ;                // [00H]から書込まれる(表示する) 
  sprintf(StrBuf, "%4.3f", press_act); 
  LCD.Puts(StrBuf);  
  LCD.Puts("hPa        ") ;   
  delay(1000); 
} 



出来上がったもの 
・早く 
    ハード加工：数Ｈ 
    ソフト設計：数Ｈ 
・安く 
    部品代：3千円程度 
・楽しく 
    実用的な、高い性能のものができた 

       分解能 

          温度：０．０１℃ 

          湿度：０．００８％ 

          気圧：０．１８Ｐａ 
 
 “楽しく、安く、早く“電子工作が出来ました、 
 参考にしてもらえるとうれしいです 
 



次回予告 

Ｂｌｙｎｋでシステム構築 
http://www.blynk.cc/ 
 
 

http://www.blynk.cc/
http://www.blynk.cc/

